
　
コ
ク
ヨ
グ
ル
ー
プ
の
コ
ク
ヨ

サ
プ
ラ
イ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株

式
会
社
（
若
林
智
樹
社
長
、
大

阪
市
、
略
称
Ｋ
Ｓ
Ｌ
）
は
、
ア

ス
ク
ル
株
式
会
社
（
吉
岡
晃
社

長
、
東
京
都
）
と
と
も
に
、
大

阪
か
ら
九
州
へ
向
け
て
行
っ
て

い
る
同
一
納
品
先
へ
の
輸
送
の

共
同
化
へ
向
け
た
実
証
実
験
を

２
０
２
１
年
９
月
よ
り
実
施

し
、
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
た
め
、
２
０
２
２
年
10

月
よ
り
本
格
運
用
を
開
始
し
て

い
る
。 

　
両
社
同
一
の
輸
送
先
で
あ
る

Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
　
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
　
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｋ
　
福
岡（
福
岡
市
東
区
）

へ
、
Ｋ
Ｓ
Ｌ
は
チ
ャ
ー
タ
ー
便

（
ト
ラ
ッ
ク
１
台
貸
し
切
り
使

用
）
を
利
用
し
て
、
社
の
物
流

拠
点
で
あ
る
近
畿
Ｉ
Ｄ
Ｃ
（
大

阪
市
住
之
江
区
）
よ
り
同
じ
く

物
流
拠
点
の
九
州
Ｉ
Ｄ
Ｃ
（
佐

賀
県
三
養
基
郡
基
山
町
）
に
在

庫
輸
送
を
行
い
、
九
州
Ｉ
Ｄ
Ｃ

よ
り
配
送
を
行
っ
て
い
た
。

　
一
方
、
ア
ス
ク
ル
は
物
流
拠

点
の
大
阪
Ｄ
Ｍ
Ｃ
（
大
阪
市
此

花
区
）
よ
り
同
じ
く
物
流
拠
点

の
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
Ｌ 

Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

福
岡
（
福
岡
市
東

区
）
に
路
線
便
（
他
社
の
荷
物

と
の
混
載
）
で
在
庫
移
動
商

品
の
輸
送
を
行
っ
て
い
た
が
、

日
々
の
物
流
波
動
に
よ
り
積
載

効
率
も
上
下
す
る
状
態
だ
っ

た
。

　
そ
こ
で
両
社
の
発
倉
庫
で
あ

る
近
畿
Ｉ
Ｄ
Ｃ
と
大
阪
Ｄ
Ｍ
Ｃ

が
近
隣
に
所
在
し
て
い
る
こ
と

に
着
目
し
、
近
畿
Ｉ
Ｄ
Ｃ
よ
り

Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
　
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
　
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｋ 

福
岡
行
き
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
を
定
期
運
行
し
、
積
載

量
を
調
整
し
な
が
ら
両
社
の
荷

物
を
合
積
み
す
る
こ
と
を
検

討
、
物
流
効
率
化
及
び
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
を
目
論
み
２
０

２
１
年
９
月
よ
り
実
証
実
験
を

開
始
。
運
用
上
の
調
整
を
し
な

が
ら
効
果
測
定
を
行
い
、
当
初

の
目
論
見
通
り
積
載
率
を
従
来

よ
り
９
％
（
年
間
）
向
上
さ
せ

る
こ
と
と
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の

13
％
（
年
間
）
削
減
を
達
成
し
、

２
０
２
２
年
10
月
よ
り
本
格
運

用
を
開
始
し
た
。

　
な
お
、
ア
ス
ク
ル
側
で
共
同

輸
送
便
の
積
載
量
が
超
過
し
た

場
合
は
、
従
来
通
り
路
線
便
で

輸
送
を
行
う
こ
と
で
、
物
量
波

動
の
吸
収
と
積
載
効
率
の
向
上

が
両
立
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
従
来
の
近
畿
Ｉ
Ｄ

Ｃ
か
ら
九
州
Ｉ
Ｄ
Ｃ
へ
の
在
庫

補
充
は
ア
ス
ク
ル
納
品
以
外
の

物
量
で
積
載
量
を
維
持
、
継
続

し
て
い
る
。

　
株
式
会
社
ナ
ガ
サ
ワ
文
具
セ

ン
タ
ー
（
長
澤
宗
弘
社
長
、
神

戸
市
）
が
主
催
す
る
、
紙
と
文

具
の
祭
典
「
紙
フ
ェ
ス 

Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
　
２
０
２
３
」
が
11
月
９

～
11
日
、
神
戸
・
元
町
の
大
丸

神
戸
店
９
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

で
開
催
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で

も
紹
介
さ
れ
、
期
間
中
多
数
の

来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
第
８
回
目
の
今
回
は
、
例
年

会
場
に
使
用
し
て
い
る
新
神
戸

ト
ア
ロ
ー
ド
の
体
験
型
ス
ポ
ッ

ト
「
北
野
工
房
ま
ち
」
か
ら
、

ア
ク
セ
ス
の
よ
い
元
町
駅
直
ぐ

の
「
大
丸
神
戸
店
」
に
移
し
て

50
の
ブ
ー
ス
規
模
で
展
開
。
紙

を
楽
し
む
ア
イ
テ
ム
と
し
て
人

気
の
ス
タ
ン
プ
や
筆
記
具
も
揃

え
て
、
気
軽
に
参
加
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
多
彩
に
企

画
し
た
。

　「
初
日
は
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
予
想
以
上
の
来
場
で
、
大

き
な
賑
わ
い
と
な
っ
た
。
来
場

者
の
層
は
30
代
以
上
の
成
人
女

性
が
大
半
で
、
静
か
に
、
熱
く

楽
し
ま
れ
て
い
る
。
今
回
、
お

声
か
け
い
た
だ
い
た
大
丸
神
戸

店
さ
ん
に
集
客
や
来
場
者
の
満

足
を
高
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
」
と

竹
内
直
行
室
長
。

　
業
界
関
連
で
は
、紀
寺
商
事
、

呉
竹
、
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
、
サ

ン
ビ
ー
、
シ
ヤ
チ
ハ
タ
、
セ
キ

セ
イ
、
ゼ
ブ
ラ
が
出
展
し
た
。

各
社
の
主
な
出
展
内
容
は
次
の

通
り
。

　
紀
寺
商
事
は
メ
ー
カ
ー
と
の

コ
ラ
ボ
文
具
シ
リ
ー
ズ
「
き
て

ら
の
文
具
」
シ
リ
ー
ズ
、「
ゲ

ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
の
新
し
い
コ

ン
セ
プ
ト
シ
リ
ー
ズ「
Ｈ
ｅ
ｙ
，

　
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
」
な
ど
。

　
呉
竹
は
レ
ト
ロ
な
紙
で
遊
ぶ

簡
単
ク
ラ
フ
ト
キ
ッ
ト
、
カ

ラ
ー
筆
ぺ
ん
、「
明
治
の
い
ろ
」

イ
ン
ク
、
ラ
メ
の
素
な
ど
の
イ

ン
ク
関
連
商
品
な
ど
。

　
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
は
ク
ー

ピ
ー
ペ
ン
シ
ル
、
サ
ク
ラ
ク
ラ

フ
ト
ラ
ボ
、
ボ
ー
ル
サ
イ
ン
ｉ

Ｄ
の
新
商
品
を
は
じ
め
、
ノ
ッ

ク
で
ペ
ン
先
を
完
全
収
納
で
き

る
シ
ャ
ー
プ
な
ど
。

　
サ
ン
ビ
ー
は
作
家
さ
ん
デ
ザ

イ
ン
の
ス
タ
ン
プ
や
ハ
ン
コ
に

加
え
て
、
顔
料
ス
タ
ン
プ
台
や

は
ん
こ
定
規
な
ど
の
周
辺
商
品

を
揃
え
、
使
い
方
提
案
も
。

　
シ
ヤ
チ
ハ
タ
は
新
商
品
の
４

連
結
ス
タ
ン
プ
、
回
転
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ン
プ
、
い
ろ

も
よ
う
と
同
じ
カ
ラ
ー
揃
え
た

ぺ
ん
な
ど
、
新
商
品
を
中
心
に

紹
介
。

　
セ
キ
セ
イ
は
ム
ー
ミ
ン
と

フ
ィ
ン
ダ
ッ
シ
ュ
と
の
大
人
か

わ
い
い
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ラ
ボ
ア

イ
テ
ム
を
紹
介
。

　
ゼ
ブ
ラ
は
「
サ
ラ
サ
ク
リ
ッ

プ
」
発
売
20
周
年
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
、
入
り
口
に
ケ
ー
キ
型
巨

大
オ
ブ
ジ
ェ
を
飾
っ
た
。
ブ
ー

ス
で
は
サ
ラ
サ
グ
ラ
ン
ド
を
先

行
発
売
し
た
。

　
ナ
ガ
サ
ワ
文
具
セ
ン
タ
ー

は
、
神
戸
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
文
具
や
雑
貨
を
紹

介
し
て
、
神
戸
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　
ぺ
ん
て
る
株
式
会
社

（
高
橋
智
和
社
長
、
東

京
都
）
は
、
11
月
９
日

午
後
１
時
か
ら
、
ア
ー

ト
を
誰
に
と
っ
て
も
日

常
の
身
近
に
あ
る
も
の

と
す
る
「
ア
ー
ト
ク
レ

ヨ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

体
験
発
表
会
を
開
催
し

た
。

　
同
社
は
、「
大
人
が

自
由
に
描
く
豊
か
さ
を

取
り
戻
す
」
こ
と
を
目

標
に
、
１
７
４
万
人
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数

を
誇
る
画
家
・
美
術
系
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
の
柴
崎
春
通
氏
の

監
修
の
も
と
、
大
人
が
日
常
で

描
く
こ
と
に
寄
り
添
う
画
材

「
ア
ー
ト
ク
レ
ヨ
ン
」８
色
セ
ッ

ト
を
共
同
開
発
し
た
。

　「
ア
ー
ト
ク
レ
ヨ
ン
」
は
、

ク
レ
ヨ
ン
の
手
軽
さ
で
、
油
絵

の
よ
う
な
タ
ッ
チ
の
絵
を
描
け

る
画
材
。
筆
圧
に
よ
っ
て
線
幅

を
自
由
自
在
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
柔
ら
か
な
テ
ク
ス
チ
ャ

で
、
鮮
や
か
な
ま
ま
色
を
混
ぜ

合
わ
せ
た
り
、
何
度
も
重
ね
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
彩
な

表
現
を
楽
し
め
る
。
仕
上
が
り

時
の
色
の
鮮
や
か
さ
を
重
視

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
チ
ー
フ
を

描
く
の
に
適
し
た
最
小
単
位

と
し
て
柴
崎
氏
が
選
定
し
た
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
柴
崎
氏
描
き

下
ろ
し
の
愛
ら
し
い
猫
が
描
か

れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
入
り
。

　「
ア
ー
ト
ク
レ
ヨ
ン
」
の

発
売
に
あ
た
っ
て
、
同
社
初

の
試
み
と
し
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
グ

ル
ー
プ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

で
、「
ア
ー
ト
ク
レ
ヨ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（h

ttps://
g

reen
fu

n
d
in

g
.jp

/lab
/

projects/7690/

）
の
支

援
受
付
を
11
月
９
日
よ
り
開

始
、
来
年
２
月
15
日
ま
で
実
施

し
て
い
る
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
、「
ア
ー
ト
ク
レ
ヨ
ン
」

は
も
ち
ろ
ん
、
会
場
で
柴
崎
氏

か
ら
直
接
３
時
間
程
度
の
ク
レ

ヨ
ン
画
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け

ら
れ
る
「
柴
崎
先
生
の
ア
ー
ト

ク
レ
ヨ
ン
教
室
」
と
の
セ
ッ
ト

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
タ
ー
ン

を
用
意
。
ま
た
、
代
官
山
蔦
屋

書
店
（
11
月
９
～
24
日
）、
京

都
蔦
屋
書
店
（
12
月
９
～
30

日
）
で
、
ア
ー
ト
の
あ
る
日
常

を
テ
ー
マ
に
、「
ア
ー
ト
ク
レ

ヨ
ン
」
と
柴
崎
氏
の
描
き
下
ろ

し
ア
ー
ト
ク
レ
ヨ
ン
画
作
品
の

実
物
展
示
も
行
い
、
オ
ン
ラ
イ

ン
だ
け
で
な
く
、
リ
ア
ル
に
つ

な
が
る
。

　
体
験
発
表
会
で
、
冒
頭
、
高

橋
社
長
は
「
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
紛
争
勃
発
で
、
バ
ン
ク

シ
ー
が
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ベ
ツ
レ

ヘ
ム
の
壁
に
描
い
た
、
武
器
の

代
わ
り
に
花
束
を
投
げ
る
少
年

を
描
い
た
ア
ー
ト
を
想
起
し

た
」
と
平
和
へ
の
願
い
を
表

現
す
る
ア
ー
ト
の
力
に
触
れ
、

「
世
界
の
ア
ー
ト
市
場
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
全
体
で
７
兆

円
、
国
別
１
位
の
米
国
は
３
兆

円
超
え
（
44
％
）
に
対
し
て
、

日
本
の
ア
ー
ト
市
場
は
わ
ず
か

０
・
３
％
と
、
ア
ー
ト
後
進

国
。『
13
歳
か
ら
の
ア
ー
ト
思

考
』
の
著
書
で
は
、
中
学
生
に

上
が
る
と
図
工
・
美
術
が
全
科

目
で
最
大
の
下
落
幅
と
な
り
、

人
気
が
な
く
な
る
。
今
年
８
月

に
視
察
し
た
ド
イ
ツ
の
文
具
店

に
は
壁
一
面
に
色
鉛
筆
が
並
ん

で
い
た
。
こ
う
し
た
光
景
は
日

本
で
は
見
ら
れ
な
い
。
果
た
し

て
こ
の
差
は
何
だ
ろ
う
か
。
ド

イ
ツ
ぺ
ん
て
る
の
社
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
身
近
に
ア
ー

ト
を
楽
し
む
人
が
６
割
を
占

め
、
そ
の
う
ち
本
人
と
家
族
が

楽
し
む
人
は
８
割
、
年
齢
層
は

20
歳
以
上
だ
っ
た
。
日
本
で
は

13
歳
を
過
ぎ
る
と
、
ア
ー
ト
市

場
は
専
門
的
に
な
っ
て
い
る
。

２
０
４
５
年
、
全
人
類
の
脳
の

処
理
能
力
は
10
万
円
の
Ｐ
Ｃ
を

超
え
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
は
、

人
に
備
わ
っ
て
い
る
感
性
を
脆

弱
に
す
る
。
Ａ
Ｉ
は
処
理
や
予

知
能
力
に
秀
で
て
い
る
が
、
創

造
力
は
な
い
。
人
間
の
創
造
力

が
衰
退
す
る
と
、
Ａ
Ｉ
の
暴
走

が
始
ま
る
。
Ａ
Ｉ
と
人
間
の
創

造
力
の
戦
い
は
目
の
前
に
あ
る

危
機
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
危

機
を
回
避
す
る
鍵
は
創
造
力
、

ア
ー
ト
の
力
で
あ
り
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
加
速
は
ア
ー
ト
へ
の
回

帰
を
加
速
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
コ

ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
ア
ー
ト

へ
の
回
帰
は
と
ど
ま
ら
な
い
。

弊
社
は
今
年
度
に
新
タ
グ
ラ
イ

ン
『
Ｒ
ｅ
ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
　

ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
　
ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
』
を

策
定
し
た
が
、
今
回
の
ア
ー
ト

ク
レ
ヨ
ン
発
表
を
皮
切
り
に
、

ア
ー
ト
に
か
か
わ
る
事
業
を
加

速
さ
せ
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
。

　
開
発
担
当
者
の
研
究
開
発
本

部
開
発
部
第
一
開
発
グ
ル
ー

プ
・
三
浦
愛
実
氏
よ
り
機
能
紹

介
が
あ
り
、「
ア
ー
ト
ク
レ
ヨ

ン
は
混
色
、
重
色
が
で
き
る
こ

と
で
、
油
絵
の
よ
う
な
表
現
が

で
き
る
」
商
品
の
最
大
の
特
徴

を
説
明
。
発
色
に
つ
い
て
「
色

の
素
と
な
る
顔
料
は
、
微
細
な

粒
。
他
の
原
料
と
均
一
に
混
ぜ

合
わ
せ
る
に
は
高
度
な
技
術
が

求
め
ら
れ
る
。
長
年
画
材
を
つ

く
り
続
け
て
き
た
ぺ
ん
て
る
に

は
、
顔
料
を
均
一
に
分
散
さ
せ

る
独
自
の
技
術
が
蓄
積
さ
れ
て

い
る
。
ア
ー
ト
ク
レ
ヨ
ン
は
、

そ
の
分
散
技
術
に
よ
り
、
暗
い

色
も
明
る
い
色
も
鮮
や
か
な
発

色
を
実
現
し
た
」
と
説
明
。
最

後
に
「
人
は
新
し
い
こ
と
を
思

い
つ
い
て
、
考
え
て
、
挑
戦
し

て
い
く
生
き
物
だ
と
思
う
。
子

ど
も
が
成
長
し
て
い
く
過
程
が

そ
う
だ
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は

大
人
に
な
っ
て
も
ず
っ
と
そ
れ

を
や
っ
て
い
る
。
挑
戦
を
し
続

け
る
人
が
使
う
も
の
が
画
材
。

メ
ー
カ
ー
と
し
て
ど
う
い
う
も

の
づ
く
り
を
し
て
い
る
の
か

を
、
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
」
と
語
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
①
描
き
心
地
②

混
色
③
重
色
の
３
つ
の
試
し
描

き
体
験
を
用
意
。
③
の
重
色
体

験
で
は
下
地
に
黒
を
塗
っ
た
紙

に
重
ね
塗
り
を
行
い
、
参
加
者

は
重
ね
た
色
が
鮮
や
か
に
発
色

す
る
特
徴
を
実
感
し
て
い
た
。

　
こ
の
後
、
田
島
宏
執
行
役
員

が
進
行
役
を
務
め
、
高
橋
社
長

と
柴
﨑
氏
の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
が

行
わ
れ
、
柴
﨑
氏
が
「
ぺ
ん
て

る
さ
ん
は
何
故
大
人
向
け
の
ク

レ
ヨ
ン
を
作
ら
な
い
の
か
」
を

投
げ
か
け
た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
商
品
化
す
る
ま
で
の
過

程
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英

邦
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
タ
イ

で
初
と
な
る
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
　
Ｕ
Ｐ

　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
を
10
月
19
～
25

日
ま
で
、
首
都
バ
ン
コ
ク
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
Ｍ
ｅ

ｇ
ａ
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
ｎ
ａ
（
メ
ガ

バ
ン
ナ
ー
）」
で
開
催
、
延
べ

約
１
千
人
が
来
場
し
、
買
い
物

を
楽
し
ん
だ
。

　
タ
イ
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
を

契
機
に
自
己
表
現
ニ
ー
ズ
が
高

ま
り
、
付
加
価
値
文
具
市
場
が

拡
大
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年

９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
コ
ク
ヨ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｅ
Ｃ
ス
ト
ア
で

一
部
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
が
、
現
地
で
コ
ク

ヨ
の
文
具
に
触
れ
る
機
会
は
限

ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
」
Ｐ
Ｏ

Ｐ
　
Ｕ
Ｐ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
は
、

若
者
に
人
気
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
に
出
店
し
、
中
国
の
学

生
に
人
気
の
「
パ
ス
テ
ル
ク
ッ

キ
ー
ソ
ラ
」
シ
リ
ー
ズ
や
日
本

で
人
気
の「
グ
ッ
ド
ツ
ー
ル
ズ
」

シ
リ
ー
ズ
を
含
む
全
３
６
３
品

番
を
展
開
し
た
。

　
中
国
で
は
、
２
０
２
２
年
に

上
海
に
直
営
店
「
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ

ｓ
　
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
」
を
オ
ー
プ

ン
、
ま
た
、
２
年
ぶ
り
に
開
催

し
た
イ
ベ
ン
ト
「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｙ

Ｏ
　
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
上
海
２
０
２

３
」
で
は
、
過
去
最
高
と
な
る

９
２
０
０
人
が
来
場
す
る
な

ど
、
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
マ
レ
ー
シ

ア
に
お
い
て
も
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
　
Ｕ

Ｐ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
を
出
店
、
多

く
の
来
場
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
で

も
コ
ク
ヨ
の
文
具
が
拡
が
り
を

見
せ
て
い
る
。

　
な
お
、
タ
イ
に
は
コ
ク
ヨ
タ

イ
ラ
ン
ド
が
敷
地
面
積
を
倍
増

し
た
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
兼
オ
フ
ィ

ス
を
９
月
１
日
に
開
設
し
て
い

る
。

　
株
式
会
社
ラ
イ
オ
ン
事
務
器

（
髙
橋
俊
泰
社
長
、
東
京
都
）

は
、
12
月
４
～
15
日
の
平
日
10

日
間
、東
京
・
本
社
ビ
ル
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
　
Ｐ
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
」
で
、
２
０
２
４
年

新
製
品
を
中
心
と
し
た
オ
フ
ィ

ス
家
具
の
展
示
会
「
２
０
２
４ 

Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
」
を
開

催
す
る
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｋ

Ｋ
Ａ
Ｎ
　
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
　
実

感
オ
フ
ィ
ス
（
シ
ン
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」。
心
地
よ
い

刺
激
と
新
た
な
気
づ
き
を
あ
た

え
る
オ
フ
ィ
ス
で
の
会
話
は
、

仲
間
の
存
在
と
仕
事
の
は
か
ど

り
を
「
実
感
」
で
き
る
重
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な

る
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気

　
協
同
組
合
大
阪
紙
文
具
流
通

セ
ン
タ
ー
（
堀
隆
理
事
長
）
経

営
労
務
委
員
会
は
、
10
月
４
日

に
王
子
製
紙
春
日
井
工
場
の
企

業
見
学
会
を
開
催
し
た
。

　
同
工
場
は
１
９
５
２
年
（
昭

和
27
年
）
に
上
質
紙
工
場
と
し

て
操
業
を
開
始
し
、
世
界
の
製

紙
技
術
の
粋
を
集
め
た
製
紙
工

場
。

　
当
日
は
31
人
が
参
加
、
同
社

社
員
か
ら
工
場
の
概
略
説
明
を

受
け
た
後
、
チ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
と

古
紙
ヤ
ー
ド
で
は
保
管
状
況
、

生
産
工
程
な
ど
を
見
学
し
た
。

で
会
話
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
向
け
の
ソ

フ
ァ
ー
や
チ
ェ
ア
ー
、
実
物
を

見
て
触
っ
て
意
見
を
交
わ
し
、

ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
る
工
房
の

よ
う
な
テ
イ
ス
ト
の
オ
フ
ィ
ス

フ
ァ
ニ
チ
ュ
ア
な
ど
、
リ
ア
ル

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
の
「
実
感
オ
フ
ィ
ス
」

を
提
案
す
る
。

　
開
催
時
間
は
午
前
９
時
40
分

～
午
後
４
時
（
最
終
受
付
）、

午
後
５
時
半
閉
館
。
入
場
は
完

全
予
約
制
で
、
申
込
み
は
営
業

担
当
ま
で
。

アートクレヨン開発
ぺんてるが体験発表会

クラウドファンディングも活用

高橋社長と柴崎氏を囲みフォトセッション

コ
ク
ヨ
ロ
ジ
と
ア
ス
ク
ル

同
一
納
品
先
へ
共
同
輸
送

神戸で紙フェス開催
ナガサワ文具センター

大丸神戸店会場に盛り上がる

コ ク ヨ

海
外
市
場
が
拡
大
中

タ
イ
で
初
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店

多
数
の
来
場
客
で
賑
わ
う

12
月
４
～
15
日

「
実
感
オ
フ
ィ
ス
」

テ
ー
マ
に
フ
ェ
ア

ラ
イ
オ
ン
事
務
器

王
子
製
紙
春
日

井
工
場
を
見
学

紙
文
具
流
通
セ
ン
タ
ー

多
数
の
女
性
客
で
賑
わ
う
会
場


